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苗画並森林に於ける病廳密を未然に防止せん

には早期に其處置を簿ずるを以て要諦となす。

依て徵候、原因、系統、經過、處置等を詳にす

るは當事者の最も必要とする處なり。當場に於

ては此黑占に鑑み夙に地方局、出張所と相提携し

て被害螢生系統の連絡調査を行ふと同時に事業

に至大の闘係を有すべき病轟害に就ては調査研

究の結果を其都度森林病澁害圓説：として刊行し

つゝあり。妓に成績の一部を上梓して病害編第

五琥となす。本編の刊行に當り盡力せられたる

農學士小川隆氏並に標本を描寓せられたる藤島

蒼穹氏に封し深謝の意を表す。

昭和十九年六月

帝室林野局東京林業試驗場長

農學博士長谷川孝三
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  ヒノキ天然生稚樹の黑腐病( 新稲） 第1 岡版

  * 病原菌 D i d y m i u m  n t e l a n o s p e r m u m  M A C B K .

  病 徵 ・

林内に自生せるヒノキ稚樹の鱗葉に先: づ淡綠色又は淡黃褐色の® 色部® 々と現はれ漸次蛾

大して淡黑色より濃黑色に縋じ被害部は遂に軟化腐敗す。罹病枝は爲に枯死し葉は脱落して

旗竿“となり甚しきは病患部樹皮剝離して木質部を現す。罹病稚樹には灰褐色の小粒附卷- せ

るを認む。是れ褪形菌( 一名粘菌) の胞子襄なり。比較的陰濕なる天然林内に多く見受けらる。

病原菌

鐵形酷は無色或は灰白色を呈し胞子袈は群生し灰白£ 半球形にして直經略I n n n あ! ）

底部凹入す。子襄壁は表面里芒狀の石灰結晶に覆はれ褐色. の斑紋あ| ) 子藤柄は基部梢

太き0 1 柱形、軸柱は大なる半球形、雨者共に暗褐色なり。細毛賭は白色又は紫褐色の粗なる

紐より成り所々に肥厚部あP 借に分岐す。胞子は暗紫灰色' 球形にして直®  9 — 1 1 バあり表面

に細棘を具ふ。

本菌の® 形髄は濕潤なる揚所に策) 匈蔓延したる後石灰結晶に覆はれたる胞子越を形成する

ため菌の繁殖樂しき稚樹に於ては生理的有害作用を認むべきも或は二次的に螢生せるやの疑

あるを以て其病原性に付ては調査中なり。

防除法

] ・本病は陰濕地に毅生するを以て下刈或は掃除伐、間伐等を施行して環境の改善を計る

こと0

  2 . 密林は間伐して鬱閉を避くること。

  3 . 梵施可能なる提合には必要に應じて殺菌剤を施用すること。
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  ヤマハンノキの褐斑病 第2 岡版

病原菌 S e p t o n a  A b u  S A C C .

病 徵

入梅の頃ヤマハンノキの葉面に先づ黑褐色の斑f f i 散生し漸次摘大して1 ―4  m m に速し外

部茶褐色に® じ頓て葉脈にのみf f l 々多角なる不盤形病斑を形成す。病斑密生すれば互に融合

して地闘狀となる。苗園に於て年々被害あり殊に密植の揚合に莊だしく植栽後にも裝生

す。罹病葉は乾枯脱落するため被害苗は生育不良に陷る。盛夏の候孕天打ち紐く時は病勢頓

に激茜となる0 木病菌はヤマハンノキの他ヤシヤブシ、ヒメヤシヤブシを侵害す0

病原菌

柄子殻は被害葉の表皮下に形成せられ扁球形にして寧筏G O — 1 0 0 パあD 、成熟すれば病斑

上に黑色小粒鮎として散生するを認めらる。柄胞了- は柄子殻内に生じ和好曲せる鞭狀或は棍

枠狀をなし無& にして四個の隔膜を具へ大さ2 2 . G — 3 7 . 8 X 1 . 8 — 2 . 4 / i あり、柄子殻頂端の孔

口より逸出して本病の傳染源となる0

防除法

K 播稲は成るべく早くする事。

土厚蒔に失せざる採留意し、r a 引は本葉二三葉開針せし頃を見計ひて行ふこど。

  3 . 施肥は比較的・處酸分を多くすること。

  4 . 殻芽後床面に草木灰又は燻炭灰等を撒布する事。

  5 . 播種床の排水を良れならしむる事0

G . 早魅時には適度の日覆をなす事0

7 . 藥剤撒布は本葉二三葉開箭せる頃よP 始め二週間に一問程ボルドウ液（濃度は當初三

斗式とし鞘畏せる頃より二外五升式）を撒布する事。'



ェンジユの鱗病 第三岡版
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  エンジユの銭病 第3 | ® 版

病原菌 U r o m y c . e s  t r u n c i c o l a  P .  H E N N  e t  S H T K A l

病 徵

本病は樹幹立び枝葉に® 生す。幹枝の被害部は年々紡錘狀に膨大して癌® 狀を呈し、樹皮

裂開して黑褐色の粉塊を現はす。新梢及び葉に於ては病患部肥大して黃褐色の病斑を形成す0

病原菌

菌絲は細胞間隙に蔓延して年々寄主罹病部を肥大せしめ冬胞子推を形成す。幹枝に於ては

冬胞子堆は初め樹皮に覆はるるも後その裂目より突出族生し粉質にて黑褐色を呈す。冬胞子

は楕回形或は卵形をなし頂端乳頭狀に肥厚し基部圓く大さS 3 — 3 6 X 1 8  — 2 3 パ£ り、胞子膜

は厚さ3 . 5 — 4 . 5 パにして表面に細棘を具へ淡栗褐色を呈す。子柄は無色なるも上部淡黄色を帶

び長さ5 0 パに達して永く存す。冬胞子® 芽して小生子を生じ葉、新梢部を侵して順次精子

器、夏胞子冬胞子を形成す。小葉に現はる、胞子堆は黃褐色粉狀にして其冬胞子は幹枝に生

ずるものと大差なし。夏胞子は冬胞子と混生し球形卵形或は楕M 形にして大さ2 5 — 3 3 X 2 0 —

ガパあり、胞子膜は厚さ2 パにて細棘を具へ淡黃或は淡黃褐色を呈し㉝芽孔2 個を認む。

防除法

  1 . 被害部は速に勢除し落葉は播き集めて燒却する事。

  2 . 必嬰に應じ・轍葉新梢部にボルドウ液等を撒布する事。



マウサウチク筍の立枯病 第四! 峻版
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マウサウチク筍の立枯病

病原菌F u s a r i u m  s p .  ( 3  8 雛菌）

第4 岡版

病 徵

罹病せる筍は先づ生畏衰へ次で生氣を喪ひ漸次萎凋して甚しきは遂に倒伏するに至る。

斯くして其内部は腐敗® : 化し中空となり僅に淡存して形骸を保てる皮部外而には頓て白色綿

毛狀の® を生じ其一部は往々深紅色に鐙ず。本病菌は密生せる竹林中期節® れに獲生せる% ・

に惨害を逞うし、近接せるマウサウチク以外の竹薇をも侵害す。マウサウチク筍に就き被害

程度の一例を襷ぐれば次表の如し0

  筍 数 被害筍 健全窃   備 考

5  0 2  9 2  1
山御料地、昭和十七年六月

二十八日調査）面積3 ア- ル

病原菌

菌絲は竹の細胞組織内を蔓延し根壁・枠、枝條を松害す。病患部には初め白色綿毛狀の繊細

なる菌絲現はれ老成すれば淡紅色又は淡黃白色

を帶び幅4 一7 パに達す。隔膜を具へて分岐し歴々

培養基上にて油滴ある直經9 一; 1 5 パの球形厚膜胞

子を形成し各種の固禮及液髄培養基に渡育す。適

f i 2 7 o C なり。C z a p e k 氏寒天上淡紅色及び淡褐

色或は淡黃藤色の>  叢畿育し培養基を若色せず、

其狀は齋藤氏醬油、三好氏醬油培養基及馬鈴藉寒

天培養基t のもの何れも略同樣にしてに、分生子

縛を形成し、禾穀類の赤徽病菌に酷似するも是よ

り梢小形にして大小二型より成る分生胞子を若

く。卽ち單胞子又は1 一5 個の隔膜を具へ楕回、

卵、俵、バナナ、三日月、魚形等各種の形狀（左國）
病原菌の分生胞子及分生子梗X 9 2 0

I B
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を呈し無色なり。

大型及小型分生胞子の大さ

隔膜敷  幅⑹   備 考

0

3 . 6 - 4 . 0 6 . 0 —  9 . 0
培卷基はし' ^ a p e ! < 氏

寒天とす。

1

4 . 8 — 5 . 3 9 . 0 — 1 6 . 1

2

1

：i . 9 — 4 . 7 1 8 . 0 — 2 0 . 4

：
{ 4 . 0 — 4 8 2 0 . 0 — 2 7 . 0

- -  ・

4

5 . 0 - 5 . 4 2 7 . 0 - ^ - 2 9 . 5

5

3 . 2 - 4 . G 2 8 . 6 — 3 2 . 3

當揚にて駿見し目下® : 施試驗中の新竹、笹類に劉する腐化精練用遡頃中本鹿は第3 8 琥菌に

® す。

防除法、

1 . 成るべく竹の密生を避け且・林地は清掃し肥培管理にも留意して強健なる筍を競生せし

むること。

ゴ. 罹病筍あらば直に除去して林白f c 其皮部等を竣さず、跡地は消毒すること。
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